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岡山県棚原東部地域におけるペルム系舞鶴層群の放散虫層序と構造

西　村　貢　一＊

Radiolarian　biostratigraphy　and　structure　of　the　Permian　Maizum　Group

ln　eastem　part　of　Yanahara　area，Okayama　Prefecture，Southwest　Japan

Koichi　NISHIMuRA＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Radiolarian　biostratigraphy　and　structure　of　the　Permian　rocks　in　the　eastem　part　of

Yanahara，Okayama　Prefecture，has　been　examined．They　comprise　Permian　Maizuru

Group　and　Tonoshiki　Formation，Middle－Lower　Triassic　Fukumoto　Group　and　Late

Paleozoic　Yakuno　Complex　of　the　Maizuru　Belt，and　the　Tuse，Nigaki　and　Kozuki

Formation　of　the　Ultra－Tamba　Belt，distributed　trending　ih　NNW－SSE．

　The　Middle　to　Upper　Permian　Maizuru　Group　is　stratigraphically　sub－divided　into

Yanahara　Formation（the　Tuetani　and　Kichigahara　Members）and　Kose　Formation（Yatani

and　Kaida　Members）in　ascending　order．

　The　Tuetani　Member，600m　thick，is　mainly　composed　of　mudstones　and　thin　beds　of

sandstones，and　yields　early　Middle　Permian　radiolarians．

　The　Kichigahara　Member，700m　thick，is　composed　mainly　of　mudstones　and　acidic　tuffs

yielding　Middle　Permian　radiolarians、Black　mudstones　abundently　intercalate　acidic　tuff

which　attains500m　near　the　Yanahara　mine．

　The　Yatani　Member，850m　thick　is　mainly　composed　of　mudstones，and　upper　part　of

the　member　intercalates　altoranating　beds　of　sandstone　and　mudstone．The　member　yields

early　Middle　Permian　radiolarians．

　The　Kaida　Member，750m　thick，consists　mainly　of　sandstones　and　altemating　beds　of

mudstone　and　sandstone，which　accompany　a　conglomerate．The　member　yields　early　Late

Permian　radiolarians．

　The　Fukumoto　Group，Early　to　Middle　Triassic　shallow　marine　sediments　unconformably

overlies　the　Maizuru　Group．The　Fukumoto　Group　is　composed　of　conglomerates，

sandstones，siltstones　and　mudstones，which　is　lithologically　subdivided　into　the　Lowest，

Lower，Middle　and　Upper　Formations，characterized　by　upward　finning　sequence　as　a

whole．

は　じ　め　に

　近畿・中国地方を中心とする西南日本内帯の先白亜

系は，飛騨帯，三郡一蓮華帯，秋吉帯，舞鶴帯，智頭

帯，丹波帯に分けられる．このうち舞鶴帯はペルム紀

＊新日本技術コンサルタント㈱大阪市中央区島之内1－20－19

の島弧を含む地帯として地殻の厚化に重要な役割を果

．たした地帯の一つといえ，多方面からの研究が進めら

れている．この地帯は古生代後期の夜久野岩類，中～

上部ペルム系舞鶴層群，そしてこれらを不整合に覆う

中・下部トリアス系及び上部トリアス系陸棚相の岩石

から構成される．舞鶴層群は，京都府舞鶴市に模式的

に分布し，主に泥岩，砂岩，塩基性火砕岩類からな
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り，礫岩，石灰岩，酸性火砕岩をはさむ．舞鶴層群は

これまでに腕足類などの大型化石や紡錘虫化石などに

もとづく年代決定や地層の対比がおこなわれ，多くの

層序や構造に関する研究がなされていきた（中沢・志

岐，1958；清水ほか，1962a，1962b；ペルム・三畳系

ワーキンググループ，1975；鈴木，1987など）．しか

し，舞鶴帯においては筆者の研究地域の報告（NISHI．

MuRA　and　IsHIGA，1987；西村，1988MS；）を除くと

京都府北部の河西・河東地域の舞鶴層群（ISHIGA，

1984），広島北東の苅田層・八幡谷層（脇田，1985），

島根県西部津和野地域のペルム紀コンプレックスユ

ニットB（福富・磯崎，1988）などにおいて放散虫化

石の報告がなされているのみであり，放散虫を用いた

詳細な層序の検討はなされていない．舞鶴帯におけ

る，他地帯と詳細な時代対比可能な詳細な層序の確立

は，ペルム紀における内帯全体の地史を考えるうえで

も重要である．

　筆者は舞鶴帯中央部に位置し，岡山県棚原東方に広

く分布する舞鶴層群において岩相層序と放散虫生層序

の検討を進め，棚原東方地域の舞鶴層群を新たに2累

層，4部層に区分した．本論ではそれらを定義し地史

を考察するとともに，舞鶴帯の重要な構成単位である

中・下部トリアス系福本層群および，舞鶴層群の構造

的下位に位置する上月層，苦木層などについても検討

した．なお本論は昭和62年度島根大学修士論文（西

村，1988MS）の一部にその後の検討結果を加えたもの

である．
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Fig．11ndrx　map　of　the　study　area　and　geologic　division　of　the　eastem　part　of　Chugoku　district，

　Southwest　Japan．After　ISHIGAαα乙，1989）
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外調査に同行いただいた．また岡山県英田郡海田公民

館長の小林三義氏には宿のお世話をして頂いた．以上

の方々に深く感謝致します．

地　質　概　説

　調査地域は岡山県東部の棚原鉱山東方に位置し，岡

山県久米郡・和気郡・赤盤郡にまたがり，棚原を西端

として東西約15㎞，南北約5㎞～17㎞の地域である．

　本地域は，京都府舞鶴地域から西南西にのびる舞鶴

層群が，その帯状構造が不明瞭になり，東南東に延び

る上月一龍野帯（猪木・後藤，1981）へと続．く地域で，

北北西一南南東方向の構造方向をもつ舞鶴層群が広く

分布する．そして舞鶴帯全体のほぼ中央部に位置する

（Fig．1）．本地域の舞鶴層群は，主に黒色泥岩よりな

り，酸性凝灰岩，砂岩，礫岩を伴う．本地域の舞鶴層

群については，光野・大森（1965）の研究がある．そ

れによると，本層群は岩相の特徴から下位より，苦木

層群，棚原層群，巨勢層群，百々層群に区分された．

その後光野ほか（1975）により訂正が加えられ，地質

図上には示されていないが，本地域の古生層を舞鶴層

喫蕪」　　　　　　　　　　’聖餐一息　　　　’
廃熱懲蓬誌　　　　　　　蟻鼕鼕蝶蟻藝撚二二・ノ

饗懸i嚢護…無一　　一難叢i纒鞍禦／
鞭憂欝嚢義義・．騰懸…鍵霧嚢嚢魏

　　　　　　魂・饗鐘難議、欝萎驚i難簿嚢薫灘聾一
　　　↑

　　　　　　　二＝＝＝＝＝　　　一読　　　イ…妻葺妻…藁莚妻1菩動議胆（f星妻鐘…奎…一軒罷9（c垂目．
　　　　　　　嚢藝ii鼕鼕態　舞簾華…門套萎…鼕鼕糞課．・………蒙…妻…妻妻馨髪麹墨護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムム　　サ　　　　　　　　モニそニぎしニン二三なロ　じニコヨモニモニ　をマ　　　　　　　ニニ二二ユ　コ　二丁コてロ

，、．、h、．a　　　　　　　　　　　　　　選萎…iii…i萎⑳一一窪妻………i萎萎罪　　　一廻矩…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪器量叢襲奏影

　　　　　　　鰻藤鰹　　　…

糞，，2，（、）＿鱗i麟レ，7，、（。）

鍛戴勤　
きこミ　　　　ノノ　　　　ヨモコ　マ　　　の
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

多喫愚璽
　　　　　　　　　　　、棄
　　　　　　　　　　　r豊

か墾載・
　　　　　　　￥　　o 500m

Fukumoto　Group（Lower　to　Middle　Tiriassic）

Maizuru　Group（Middle　to　Upper　Permian）

rad　i　o　l　a　r　i　an　as　semb　l　age　by　Nsh　imura　and　I　sh　i　ga　（1987）

1。calities。fstratigraphicc・1㎜arsecti・ns・fFig9

　　　　　　　　　　　　　　　マヨ　　
　　　　　　　　　　　　　　　璽y

Fig。2　Generalized　geologic　map　indicating　localities　of　the　radiolarian　fossils　and　stratigraphic

COIUmnar　SeCtiOnS．



西村貢一

糊堰
1畢，

　き‘≡
　一磐レム’
〉・

〉点＼。ノ…

　　〉．翼
3愚灘

黛
　箋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35001

轍〔辮團i灘i撫轡
　お k轡翫廉撫識篠㎞
ψ卿iassに @NakaisoFαmat㎞圖C㎎㎞erate　　　　　〉
一一一臨劉㎝麗臨監＿ne舗m＿。〉㌧
は旧・t・噺騨L側。，F　囮s、繭t。。，　　　　〉〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L㎝estF　囲C。㎎，。merateandsandst。ne　〉〉＼〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　〉

じ・罵

〉〉〉
1〉〉〉　＿K。藁／

　愈糞
輸韓

闇ざ

ぽ
　
　
リ
ロ
ち
む
ロ
ロ

　
む
　
ロ
ぷ

§
．
．
．
．
．
％

翼
　
　

、

　
　
　
、

　
●
　
●

　
　
、
　
　
　
　
．
’
．

　　　灘謙i灘鍵構

＿薦灘／1靉靆醸籔
　　講繰撫讐…1識！！l

　Kichigahara　　　　　・7》　ヘ……霧。aniguch1＿

　　　A・蕊鴨㌧響灘……汐屑二餐韓臨
　　　　　　　　　　　　　　　ン（　1網1齢

　　　　　　　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synclinal　axis

一☆ミ灘漕
　　　　　　　　　　　　　　　　　」

…羅……1醐綾織蝉・’

2km

C／

　1
0

6

134010噸

C　，　　　　　1＼　　　　　　　　　　　　、　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥

　、　、

●

8
1
：
：

●

　　　　　　8　1

喜　　● 6
9

」8　　　　　　　　　　　　　　　　　、

潤E￥ A￥、　　　　　　訳、
@　父￥￥￥　￥￥・　￥

t　　　　　　￥￥￥￥
、
￥
￥
　
￥ 3i

●　●　●

R
＼ ●・

堰
F
●
　
　
●

●

冒・　　　　　1＿」　　’　　　　　　一士8
　　　　　　　　　●　　■　●　幅一シ　　　　〆ゾ

へ￥￥　・￥

ﾙ’ @．．㌶灘
　　　　　　　　　　　　：G．・……・・：i・蚕藩薄湿蕪墾　　　　　　　　　　　　1

li：7：：：

Fig．3　Geologic　map　and　cross　section　of　the　eastem　part　of　Yanahara　area．（Altenaed　should　be　Alternated．）



岡山県棚原東部地域におけるペルム系舞鶴層群の放散虫層序と構造 69

　＼40

勤

茶
目

〃残
　　　　　　50

ト

f
　　、

　　、

““““凸八八凸覧　 〕δ。。。。毛5。。。。も5

　△△△△△△△・。。　。。・。・・。。・。・
△△△△△△△△。。。　。，　。。。。。。。

　△△△△△△△△。。　　 一。。。。 B。。

△△△△△△△△。。。　 」＝。。。。。。｛

△△△△△△△△　。。。。　＝＝：一。。。。。
△△△｢△｢△｢△｢△｢△｢△｢△・ご＝一。 燕

　△△△△△△△△△一　　。・。鷲。。。
　△△△△△李△△△△　　。。・。…

鞭騰驚≡善…石
　　　》。o
　　　　　　　　　一一一35二

OO　　　OOOo

　　　o

5・．・ P罪熱論螂燃欝、膿．……
　　・　。節・・．。・　　ゲ　・。・。。∪。　・Yqm邑sotono．40．
　　。。跳。。。。。。。。　　　　。。・。。。。。。。。。。一　　。、一u）。一一
　　　。・。。・・。・。。・誠　．．　ム。。。。・急島81・二3亀8　81・：。。一一一

額殿蟻翠、蹴魯ぎ蹴麟’謹
…　　　　　　8｝。。△△△△△△△△△△煽△△’一。・・ ｦ二善螺．謙．会△2△会△会△会△》麓△会△△　一

　　　　　　　『。。。。。。　　　△△△△　 △△△△△
黛

｛
双

　△△△△　 △△
△△

　△

難i箋薫
　　　　　　　　　　　　　説

■
一￥20｝一一レ

藷．勲「
5

懸羅

桑
計
、
　
　
　
「

　
“
5

欝
癬

懸
、
，
艱
難
§

γ

O
』
6
5
』
5
網
田
6
雪
一

Va“aharaF．

Kaida　Member

Yatani　M．

Kichigahara　M．

聴uetani　M．

　　　　　　　　　　　　△　△△△△△△　　　　　　 △
△△｢会△2△会△△△会△△ムム難△全△・全△△

倉、△、△、△会△、躬△、想鷲欝、△

襲§
　　1」r＿

　1　一　 一　〔

　　　．．3．惣

一＿　　　　　　　　　 ooo

　　A△△△△△△△△今盈鉱△△△△△△△△△△△△　　一一

　　　△△△　　　　　　　△△△
、　」△△△　　　　　　　　 △　　　　一

・・遠蝠董�蜥ｳ
　　　　　　　　　　　△△△△△ムム1一一一一一一一

　　52±△△△△△△　　　　　△　　 △　　　 △△△△△1
　　　　　●　　　△

叢i灘灘i難鍵

幽

7
［

／
／

巨Mudst・ne
國Sandst・ne

／

　　△△△△△
　　△△△△△△h△会△会♂

　　△瀞〆
　　　△△△
　　　衿．

目Altematedbeds・fsandst・ne‘andmudst・ne

〔國窯講b，ds．＿＿副一＿

〔隷：議駝d，．＿＿舗一＿

［鰯繍欝黙“…＿一

ご
継
。
お

1bnos馳iki　F陞

Ko腿Z闘ki　F．

鞠akiF．

1S脳seF．

Vak脳“oComple笈

“ グ
D

〔囮Breccia
固Mudst・ne
目Basicv・lcanicr・ck

〔囲Schist・sebasicphyr・clasticr・cks

團Schist・sebasiclava

囲Schist・sepemicr・cks

國Thinlyaltematedbeds・fsilici・usschistandpe“ticschist

騒Gabbr・icr・ckswithgraniticr・cks

～
J
」

ノ、
　　、！

　！
♂

ノ

1！ノ
ノ

ノ

’
一

　
’

　’ノ

．B

二＝玩三百
≡任請
∠一一”・γ！　　、・

、

■●一　＿＿＿＿」計’

！．●・

雛
差…

摎�蝠ｳ…馨……鍵……攣一



70 西　村　貢　一

／
載
撚A

イ

誓
㌧
峯
7
0
．

購
　
　
遡

　
慧
、
ノ
／

醸
、
￥
屡

＼
、
・
募

　
渥
至

　　　　　　、
　　　　　　、　　　　　　　、、

C　　　　　　　　、　　㌦　　　　・o　　　　　　　　　、
　　o　　O　　　　　O　　O
　　ロロ　ロ　ロ　　ロ　　ロ
　　ロ　ロ　　ロ　　ロ　ロ　ロ　ロ

1㌶票1縫・％撃
力35　。。。。ム

聡碗酷、、鵬1

　　　　　Susai

　　ヤ
　￥￥、￥

懇Y。sin。R．

／　　　　Oku￥
　　　　　　、

套繍騰縦

職
緋

纒
羅

．
釧
●
一
〇
萄
聾

i
　
　
：
一
3
q
O

a
　
4
7
t

S
莱
－
T

t

凹
・
　
0

　
　
　
6
　、

、
　
　
　
．

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n〈へ
　　　　　　　　　　　　　　　　く　くくく

　　　　　　　　　　　餓％携ら5桜3　！
　　　　　　　　　　　　　　“、蔓444“4ノノ
　　　　　　　　　　　　　　　，」の　　　　　一≡一・墨5　，ぐ♂

　　　　　≡秀．d♂／　　十十
　　　．ノラ♂45　　　H

　　　　　跳〈Tsuet難貸・89・　　十9

、蕪鱗ii蒙…翼＋

盤麟羅＋
G讐i籍　　　　　　盤鰻構．〉

　　　　　　　讐i縷一’〉＼E
　　　　　　〉　　一’A’灘　V
　　　　　　　〉難　〉
　　　　　　〉　、．覆　〉
　　　　　　　〉　　　　〉〉G
　　　　　　　　　　　　　　　〉〉

　　　Nakamura　　　　45
　　　　　　　　／戦一糀

　　　　　Eイ…睾霧奎耀　、25　〈らタ

ノ仙`漏澱寒’●鐵＋ξ

群の最下部・下部・中部・上部に区分した．しかし，

それらは岩相と見かけの上下関係に基づくものであ

る．西村（1987）が指摘するように，棚原層群や百々

層群から同じ年代の放散虫を産するため放散虫化石年

代に基づく生層序とは矛盾する．

　本研究では岩相ならびに放散虫生層序にもとづき，

本地域の舞鶴層群を下位から棚原累層・巨勢累層に区

分した．そしてその各々は，下位より杖谷部層・吉ケ

原部層，および矢谷部層・海田部層からなる．

　本地域東部の角南周辺には主に塩素性溶岩・火砕岩

・粘板岩よりなり，砂岩，酸性凝灰岩，チャートの薄

層や石灰岩レンズを含む上月層，斑れい岩類を主と

し，花こう岩質岩をふくむ夜久野岩類，夜久野岩類の

火成岩に由来する角礫と，舞鶴層群の泥岩に類似する

泥岩からなる殿敷層が断層関係で分布する（TOKuo．

KA窃α1．，1987）．本調査地域南方の苦木周辺には，舞

鶴層群の見かけ上，下位に主に塩基性片岩および泥質

片岩よりなる地層が分布する．本論ではそれらを主に

塩基性片岩よりなる地層と，その下位に位置する主に

泥質片岩と珪質片岩の細互層からなる地層を区分し，

苦木層，津瀬層と仮称した．

　中部地域の福本周辺には舞鶴層群を不整合に覆い，

中・下部トリアス系の夜久野層群相当の福本層群と，

上部トリアス系（？）の中磯礫岩層が分布する．福本

層群は，岩相により最下部層・下部層・中部層・上部

層の4層に区分できる．これらの先ジュラ系を不整合

に覆って下部白亜系関門層群，白亜紀火山岩類，中新

統備北層群，洪積統山砂利層，沖積層が分布する．ま
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Fig．4　Geologic　map　and　cross　section　of　the　southem　part　Yanahara　area．Lothologic　symbols　are

　the　same　as　those　of　Fig．3．
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た南部には広島型花崗岩類が貫入しており，周辺の中

・古生界に熱変成を与えている．また南北から北西一

南東方向の石英斑岩岩脈が多い．

岩相・相序および年代

1．舞鶴層群

　本地域の舞鶴層群は後述の断層により寸断されブ

ロック状になっており，本来の全体にわたる一連の層

序を残しているところはない．また岩相も比較的単調

であり，唯一鍵層として使用可能な酸性凝灰岩も側方

変化が激しく分布地域もかぎられており，舞鶴層群全

体の詳細な層序を確立することは困難であった．筆者

は広範囲にわたって地表調査を進めると同時に放散虫

化石の摘出を行った．そして地層はブロック化してい

るものの，ブロック内においては岩相変化が見られ断

片的ではあるが層序が成立ち，それから産する放散虫

化石にもとづき舞鶴層群の層序を確立した．下位から

棚原累相の杖谷部層・吉ケ原部層，巨勢累層の矢谷部

層・海田部層である．Fig．3に棚原東部地域の，Fig．

4にその南部地域の地質図を示す．なお筆者は棚原地

域の放散虫研究の結果，この地域から5種（新種の2

種を含む）の放散虫を記載し，A～Fの6放散虫群集

を区別している（NIsHIMuRA　and　IsHIGA，1987）．Fig．

5にその放散虫群集およびレンンジチャートと
IsHIGA（1986a）の放散虫群集との対比図を，Fig．6に

その産出放散虫リストを示す．

A．棚原累層（新称）

　棚原累層は主に黒色泥岩よりなり，酸性火砕岩を伴

うことにより特徴づけられ，NlsHIMuRR　and　IsHIGA

（1987）のAからC群集の放散虫を産する．主に本地

域の西部に分布する．光野・大森（1965）の棚原層群

の岩相は，本層のそれにほぼ一致するが，その分布地

域には若干の違いがみられる．棚原累層は杖谷部層と

吉ケ原部層に区分でぎる．層厚は約1300mと見積もら

れる．

　杖谷部層（新称）

　分布：英田町奥，中村の吉井川東岸，塩田南方など

本地城南西部と，赤松山北西，猪臥南など本地域中東

部に分かれて断片的に分布する．ほとんどの場合は高

角断層により断たれブ・ック化しているが，中村の吉

井川東岸（Fig．2，7のルート4）では，上位に位置す

．る吉ケ原部層に整合的に移り変わる．下限は断層に断

たれて不明である．層厚は約600mと見積もられる．

　模式地：塩田の南から杖谷に至片上鉄道沿い（Fig．

2，7のルート1）．

　岩相：主に無層理の泥岩からなり，所により小量の

砂岩の薄層を伴うほか，まれに酸性凝灰岩を挟む．泥

岩は模式地では多少片状化している．またスレート劈

開が発達する．砂岩は細粒で灰黒色を呈し，通常5～

10cm，最大50cm前後の単層で泥岩中に挟まれるが，泥

岩と互層することもある．また葉理や級化構造などの

堆積構造は殆どみられない．本砂岩は長石が全体の

50％以上有り基質が少なく，淘汰や円磨度がよい長石

質アレナイトで，他の層準の砂岩とは異なる．

　本部層の下限は，層理にほぼ平行な断層であると考

えられ，杖谷東方において苦木層と接する．その付近

の泥岩には前述の砂岩が比較的多く挟まれ，一部厚層

をなすものも見られる．泥質岩は弱く片状化してい
る．

　産出化石：本部層の黒色泥岩．からは，P3θ祝40α1一

加ガllθllαα∫4θn3i3NIsHIMuRAandIsHIGAやP．sp．

aff．P．long孟αnon3ガ3SHANG　and　WANGなどNIsIMu．

RA　and　IsHIGA（1987）のA群集の放散虫を産する．こ

の群集は舞鶴層群において確認されたもののうち最も

古期のものであり年代はLeonardian後期をしめす．

しかし，本地域南西部と中東部の杖谷層から産出する

放散虫群集は多少種構成が異なり，中東部の杖谷層

がP。α∫40ns∫3NIsHIMuRA　and　IsHIGAを含まないこと
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から西部の杖谷層は中東部の杖谷層より多少古いと考

えられる．
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Fig．6List　of　radiolarians　from　the　Maizuru　Group

　in　the　study　area　after　NISHIMURA　and　ISHIGA

　（1987）．

吉ケ原部層（新称）

分布：本部層は，矢谷林道北半部から中河内，吉ケ

原にかけての地域，中村の吉野川東岸から奥塩田にか

けての地域と，鈴家西方，林野南方などに分布する．

断層によりブロック化しているが，中村の吉井川東岸

（Fig．2．，フルート4）では，本層の酸性凝灰岩層が杖

谷部層の上に整合に重なる．層厚は700m以上と見積

もられる．

　模式地：矢谷林道（Fig．2，フルート11）の北半部お

よび中村の吉井川東岸（Fig．2，7のルート5）．

　岩相：本部層は主に無層理の黒色泥岩からなり，酸

性凝灰岩，珪質泥岩，酸性凝灰岩泥岩有律互層を伴

う．・酸性凝灰岩は厚さ数mからときに30mに達する単

層として存在するものと，泥質岩と互層をなすものと

がある．前者は青灰色で塊状・粗粒の含軽石結晶凝灰

岩や，灰白色の粗粒なガラス質凝灰岩などからなり，

模式地南部や吉ケ原北東に分布する．後者は青灰色・

細粒で，細～中粒のガラス質結晶凝灰岩やガラス質凝

灰岩などからなる．それらは1～40cmの層厚±でほぼ

等量の珪質泥岩と互層したり，黒色泥岩中にまれに挟

まれたりしている．これらには級化層理がしばしば

観察されその上部に葉理が発達する．酸性凝灰岩は一

般に鏡下では結晶破片のほか，軽石片や脱ハりしたガ

ラス片がよくみとめられる．陸上植物に起因すると考

えられる炭質破片や，玄武岩などの異質破片も含まれ

ている．棚原累層の酸性凝灰岩については徳岡ほか

　（1988）に詳しく記載されている．

　模式地の矢谷林道では，南北方向の軸をもつ背斜構

造の東翼に位置し酸性凝灰岩，酸性凝灰岩・泥岩互層

が黒色泥岩中に約600mにわたって連続して露出する．

酸性凝灰岩の卓越する地層は調査地域西部で厚く最大

500mに達するが，調査地域東部では薄く，まれに酸

性凝灰岩の数～10数cmの単層が挟まれるていどであ

る．本部層は棚原鉱床を背胎する層（光野・大森

1965）に対比できる．西部では著しい熱変成作用を受

けており，ホルンフェルス化している．そのうえ珪質

化作用（鉱化作用）も進んでおり，黒色泥岩などが灰

白色を呈することもある．

　産出化石：本部層の黒色泥岩，珪質泥岩，酸性凝灰

岩からはNIsIMuRAand　IsIGA（1987）のBあるいはC

群集の放散虫を産する．年代はLeonardian後期から

Guadalupian前期を示す．中村の吉井川東岸では下位

にくる杖谷部層の黒色泥岩と本層り酸性凝灰岩との境

界はA群集からB群集へと移り変わる地域とほぼ一致
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する（Fig．2，5のルート4）．

B．巨勢累層（新称）

　巨勢累層は黒色泥岩，砂岩泥岩互層，砂岩，礫岩か

らなり酸性凝灰岩をほとんど含まず，NIsHIMuRA　and

IsHIGA．（1987）のDからFの群集の放散虫を産する．

主に調査地域の中部に分布する．中沢ほか（1954a）は

英田郡英田町北東部に分布する主に黒色頁岩からなる

上部古生層を巨勢層群と命名した．その地域の古生層

のほとんどは本論の巨勢累層に含まれる．本累層は下

位より矢谷部層と海田部層に分けられる．積算層厚は

約1600m以上と見積もられる．

　矢谷部属（新称）

　分布：本部層は矢谷林道南半から飯岡にかけて，周

匝の吉野川東岸，巨勢周辺，有塚，大原などに分布す

る．断層によりブロック化しているが，矢谷の奥では

本部層が吉ケ原部層の上位に整合に重なる．層厚は約

850mと見積もられる．本層は岩相の特徴から下部，

上部に区分することができる．

　模式地：下部は矢谷林道（Fig．2，7のルート11）の

南半部．上部は巨勢周辺（Fig．2，7のルート17）．

　岩相：本部相は主に黒色泥岩および，砂岩層よりな

る．本部層の下部は無層理の黒色泥岩よりなり，本部

層の上部は無層理の黒色泥岩のほかに薄い砂岩層を挟

むようになる．

　矢谷林道ルートでは，前述の酸性凝灰岩を主体とす

る吉ケ原部層から無層理黒色泥岩を主体とする矢谷部

層の下部に漸移する．本ルートの南方ではよく成層し

た砂岩層を挟むようになり，矢谷部層上部に漸移する

　（Fig．7ノレート11）．

　産出化石：本部層の黒色泥岩からはNIsIMuRA　and

IsHIGA（1987）のD群集，E群集の放散虫を産する．

年代はGuadalupian後期を示す．後述するように飯岡

周辺の下部トリアス系福本層群との不整合面直下の矢
　　　　　　し
谷部層上部の黒色泥岩からE群集の放散虫が産した．

さらにその不整合面下約15mの所に発達する砂岩の粗

粒部から，砂岩の砕屑粒子として紡錘虫ノ〉θ036hωαn－

gプ∫nαsp．が産した．下山西方では本層に含まれる石灰

岩レンズよりW磁gθnophッll襯ガn4∫6μ解WAAGEN

and　WENTzELが報告されている（光野・大森，1965）．

　周匝の吉野川東岸のルート（Fig．2，7のルート9）

に矢谷部層の下部層の無層理黒色泥岩が分布する．そ

こではお互い接近し連続して，保存良好な放散虫を多

産する（F43，F527，F40，F526，F525b，F525a）．これ

らの地点の泥岩からはD群集を特徴付けるF．

勉onαoαn疏粥IsHIGA　and　IMoToの他にP．ツαnαhαプー

θn3∫3A「1sκ1MU舶απ41s〃1GAなどを産する．その中で

上位のF525a，bはそれらの種の他に上位のE群集に多

く含まれる．17．30holα頭。狐morphotype　Hを産する

（Fig．8）．このように砕屑岩において近接した地点か

ら放散虫を多産し，その主構成が変化する例は少な

く，ここではF525bとF526の間（層厚にして約25m）で

種構成が変化している．

　これまで舞鶴層群から報告されている放散虫（ISH．

IGA，1984：脇田，1985など）は泥岩から産し，17．

常onαoαn疏鰐群集，F．30holαs孟∫o麗群集（lsHIGA，

1986a）の2群集に相当する．そしてそれらは
NlsIMuRA　and　IsHIGA（1987）のD群集，E，F群集に

対応する．よってそれらを産した地層は岩相・年代か

ら矢谷部層に相当すると考えられる．

　海田部層（新称）

　分布：本部層は，主に堅樫村から海田にかけての地

域，海田の北方および東方，谷口北方と地質図外であ

るが，その北北西方向の百々周辺（Fig．2のルート

29）に分布する．その他，周匝・塩田・奥南方などに

も小規模に分布する．

　本層は断層によるブロック化が進んでおり，他の地
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層との関係は断層関係が多いが，巨勢北方（Fig．2，7

のルート18）では海田層が矢谷層の上部層の上位に整

合に重なると考えられる．層厚は750m以上と見積も

られる．本層は岩相の特徴から下部・上部に区分する

ことがでぎる．

　模式地：下部は奥南方（Fig．2，7のルート7），上部

は海田の中組東方（Fig．2，7のルート21）．

　岩相：本部層は砂岩泥岩互層・砂岩の厚層及び黒色

泥質岩よりなり，礫岩層をともなう．一部に5cm前後

の厚さの酸性凝灰岩を挟む部分もある．

　海田部属下部は本地城南西部の周匝・塩田・奥南方

地域などに分布し，主に砂岩泥岩互層よりなる．奥南

方では5cm前後の酸性凝灰岩を含む．これらの砂岩は

層厚が1－10cmで，それよりも厚い泥岩（5－30cm）と

互層する．級化構造や葉理などの堆積構造が発達しよ

く連続するため，これらの互層はタービダイト層と考

えられる．これらの砂岩は岩片質グレイワッケである

が，棚原累層の砂岩よりも石英にやや富んでいる．岩

片はそのほとんどが酸性火成岩で角張っており淘汰も

悪い．矢谷部層上部にみられる砂岩層も同様な岩質を

示す．これらの地域は，後述する下部トリアス系福本

層群との不整合地域と同様逆転している．

　海田部層上部は海田周辺に分布し特に砂岩が卓越し

礫岩も挟まれる．この砂岩は，塊状なものと泥岩と互

層するものがある．多くのばあい30cm以上と厚く暗青

灰色を呈する．岩質は下部のものと殆ど同じ岩片質グ

レイワッケだが，均質で級化構造や葉理などの堆積構

造をあまり持たない．砂岩層には大小さまざまなパッ

チや炭質片が多く含まれ．パッチは黒色泥岩，青灰色

砂質泥岩および酸性凝灰岩などからなる．礫岩は連続

生が悪くふつう砂岩中に分布する．一般に淘汰が悪

く，粗粒砂岩を基質に，円～亜円礫のpebble大の礫

よりなる．礫種は酸性火成岩が多く全体の半分以上を

しめ，その他中性火成岩，塩基性火性岩，砂岩，泥

岩，ウミユリの破片やフズリナなどを含む石灰岩，酸

性凝灰岩，酸性深成岩などからなる．この他に，泥

岩～シルト岩をマトリックスにして円磨された細礫を

含む含礫泥岩も見られる．

　百々地域の舞鶴層群は，光野↑大森（1965）により

百々層群と命名されている．それによると百々層群は

断層により断たれ1㎞×2㎞の範囲に分布し，厚い砂

岩と粘板岩を主体とする地層である．石灰岩偽礫岩及

び礫岩の薄層を挟有し，ノVθ030hωαgo〆ガnαsp．を産す

ることから，巨勢層群とは区分され，巨勢層群の上位

に重なるものとしている．本論では百々地域の舞鶴層

群（Fig．2．7のルート29）の岩相は，石灰質であるこ

と以外は海田部層のそれと類似しており，砂岩層に挟

まれる黒色泥岩より海田部層を特徴付けるF群集の放

散虫を産し，海田部層とした．

　産出化石：本層は主に粗粒な砕屑岩からなるため放

散虫の産出は限られており，比較的泥岩の多い海田北

方のF880や，奥南方のF510の他，百々周辺のF133a，

F134，F137などからF群集を産するのみである．年代

はペルム紀後世前期を示すと考えられる．

2．その他の古生層

　本調査地域の東部及び南部には，棚原累層や巨勢累

層と層相を異にする地層が分布する．本論ではこれら

について簡単に論述する．なお東部については

ToKuoKAαα1．，（1987）ですでにその詳細は公表され

てし・る．

A．東部地域（角南周辺）

　本調査地域の東部には，舞鶴層群と層相を著しく異

にする殿敷層，上月層，夜久野岩類が北北西～南南東

方向の断層により舞鶴層群と断たれ分布する．

　殿敷層（ToKuoKAαα1．，1987）

　本層は変斑レイ岩，斜長石はんれい岩や酸性火山岩

類などの亜円～亜角礫からなる堆積成角礫岩および泥

岩からなる．主に大原から角南にかけて，北北西～南

南東に約2㎞の幅をもって分布する．これらの礫は夜

久野岩類に由来したものと考えられる．角礫岩は一般

に塊状を呈するが平行葉理などの堆積構造をもつ部分

もある．角礫岩中には黒色泥岩や砂質泥岩が挟まれる

ことがある．殿敷や高原周辺では泥岩は厚く，最大35

0mに達する．この黒色泥岩は塊状で舞鶴層群の泥岩

とよく似ているが，P3θ屈。α1わα∫llollαsp．cf．P．

3読解α〆θn3∫3（KozuR）や」P3飢40α1加illθIZαsp．などの

放散虫を産し，殿敷層は舞鶴層群よりも古く下部ペル

ム系を含むことがわかる．舞鶴層群とは北西～南東方

向で北東へ高角（約80。）に傾斜する後述の縦走断層

の逆断層で舞鶴層群と接する．

　上月層（猪気・弘原海，1980）

　本層は粘板岩を主体とし塩基性火山岩類を多く含

み，チャートや石灰岩のレンズを粘板岩中に挟在する

地層で，本調査地域東端から東南東の方向に上月一龍

野帯に沿って延長約25㎞幅5㎞の地域に分布する（猪

木・弘原海，1980）．本地域では殿敷層分布地域のよ

り東方に3地域分かれて分布する．主に塩基性火砕岩

よりなり枕状溶岩を含む．その他に粘板岩に大小さま
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ざまな大きさの岩片を含むダイアミクタイトおよび砂

岩の薄層を含むが，チャートや石灰岩はみられない．

　PILLAI　and　IsHIGA（1987）は本地域の東方の上月層

の珪質岩からペルム紀新世前期の170ZZ∫o鷹㍑ll粥

顔ρα漉伽3－F．ch灘∂副群集を報告している．この群集

の示す年代は本地域の舞鶴層群海田部層から産するF

群集の示す年代およびより若い年代とほぼ一致する．

従って上月層の一部は舞鶴層群巨勢累層の海田部層と

同時異相の関係にあるといえる．上月層から産する放

散虫群集はA地帯群の超丹波帯および黒瀬川構造帯に

特徴的に産する放散虫群集で，岩相，相序，構造の点

から総合して上月層は超丹波帯構成岩類とされている

（PILLAl　and　IsHIGA，1987）．

　夜久野岩類

　本地域北東端に分布し，主に斑レイ岩からなり花こ

う岩質岩を含む．一般に斑レイ岩は暗緑色を呈し粗粒

であ◆り，優白質部と優黒質部の層状構造が発達する．

上月層と夜久野岩類との地質関係は数ケ所で観察され

る．山外野東方の沢では夜久野岩類が上月層の上に北

東に傾く蛇紋岩をともなう低角な約20。の断層で接す

る．光野・大森（1965）は，本岩体が古生層中にシー

ト状に貫入しているとしたが，このように上月層の上

に衝上していると考えられる．殿敷層との直接の関係

は不明であるが，殿敷層が夜久野岩類を基盤として堆

積したと考えられる．

B．南部地域（苦木周辺）

　本調査地域の南西部には舞鶴層群棚原累層杖谷部層

の見かけ上・下位に主に塩基性片岩および泥質片岩よ

，りなる地層が分布する．これらの地層は光野・大森

（1965）の苦木層群の一部に相当する．それによると

苦木層群は周匝図幅地域内の最下位の地層で，上位の

棚原層群とは整合関係にあるとされている．光野ほか

　（1975）は当地域のこれらの片岩層を舞鶴層群の最下

部，下部とした．本論ではこの片岩層が杖谷部層とは

一連整合ではなく，その所属が明らかでないため，舞

鶴層群には含めず，主に塩基性片岩よりなる地層を苦

木層，主に泥質片岩と珪質片岩の細互層からなる地層

を津瀬層と仮称してい論述する．

　苦木層

　本層は苦木～杖谷付近の片上鉄道沿い，および苦木

の古井川西岸～津瀬にかけての地域に分布する．層厚

は約800mで主に塩基性火砕岩及び同質溶岩源の片岩

からなり，層厚約200m～100mの泥質片岩を2層挟

む．塩基性火砕岩質片岩は，そのほとんどが玄武岩質

凝灰岩およびハイアロクライスタイトからなり，泥質

片岩の薄層と細互層することもある．溶岩には枕状構

造を呈するものも見られる．

　本層は舞鶴層群の杖谷部層と同じ北北西一南南東走

向で東へ40。～600傾斜する構造を持ち，その構造的下

位に分布する．舞鶴層群杖谷部層と苦木層の直接の関

係は見られないが，恥 q谷南方では杖谷層の黒色泥岩と

苦木層の塩基性火砕岩質片岩との間に石英斑岩が層理

とほぼ平行に貫入しているのが観察できる．両層は岩

相及び変成度の違いなどにより一連整合であるとは考

え㌍くく，両層は層理にほぼ平行な断層により接し，

後にその断層面に沿って石英斑岩が貫入したと考えら

れる．

　津瀬層

　本層は苦木層の構造的下位に津瀬西方から稲時にか

けて分布する．層厚は700m以上で下限は不明である．

おもに泥質片岩と珪質片岩の細互層よりなり，部分的

に層状チャート様岩石，塊状珪質砂岩および塩基性片

岩を含む．泥質片岩と珪質片岩の細互層はしばしば片

理面に斜交してちりめんじわ劈開が発達する．またこ

のほかにスランプ様褶曲や，プチグマチック石英脈な

ども見られる．部分的に強く勇断を受けており，層理

に平行な固結破砕帯も発達している．本層は南北～北

北西・南南東走向で東へ55～800傾斜しており，苦木

層と調和的な構造を示す．両者の直接の関係は見られ

ないが，両層は漸移しておらず，両層の境界は両層の

層理に平行に長く追跡できる．また苦木層と杖谷層の

関係と同様に両層の境界部に石英斑岩が貫入している

ことがあり，両層は層理にほぼ平行な断層で接すると

考えられる．

　夜久野岩類

　主に斑レイ岩や角閃岩からなり苦木層中に北北西～

南南東の方向に分布している．夜久野岩類は，延原南

方では幅約700mと広く分布するが，北方延長部では

先細りとなり苦木北西方で尖滅し，くさび状の岩体を

なす．このほか苦木北西方では厚さ30m前後の狭長な

産状を示す小岩体が見られる．いずれも相接する古生

層には熱変成作用の影響を与えていない．夜久野岩類

は舞鶴層群，苦木層および津瀬層の層理面とほぼ平行

な北北西～南南東走向東傾斜の断層に挟まれて苦木層

中に分布していると考えられる（Fig．4断面図G－H

参照）．

3．中生層

A、福本層群（中沢ほか，1954a）

　福本層群は中沢（1952）により命名され，本調査地



岡山県棚原東部地域におけるペルム系舞鶴層群の放散虫層序と構造 77

域外にある吉野川以東の福本周辺のものについては詳

細な研究がなされている（中沢ほか，1954a）．それに

よると福本層群は主に砂岩泥岩よりなり，下位より草

野層，ぎょうがくぼ層，宮の奥層に区分される．頭足

類，腕足類，巻貝などの化石を産し，その年代はトリ

アス紀古世から中世とされている．

　本調査地域の福本層群は中沢ほか（1954a）により

研究された地域の北西方向に位置し，後述の縦走断層

や横断断層により谷口周辺および西栄山方向に分かれ

て分布している．主に砂岩・泥岩からなり，上方細粒

化の層相変化を呈する．本論ではそれらを岩相の特徴

により最下部・下部・中部・一ヒ部層の4層に区分し

た．それらは中沢ほか（1954a）の草野層下部，草野層

上部，きょうがくぼ層，宮の奥層にそれぞれにほぼ対

比できる．

最下部層

　飯岡北東・西栄山南方の不整合面に沿って細長く分

布する．細～中粒青灰色砂岩を主とし，1～10m程度

の厚さの連続性の悪い礫層を含む．礫は円～亜円で，

その約半分が海百合などの化石を含む珪化石灰岩から

なる．その他石英斑岩などの酸性火成岩，チャート，

珪質泥岩，砂岩など堆積岩，そして希に塩基性火性岩

　　　　　　諏∞∞惣．傘

　　　　　ず窯、び難

　　　　　　　　　　　　　　ロゆ

・箭　講＼』’”姦
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目楠・
Fig．9　Routmap　showing　the　relationship　between

　the　Yatani　Member　of　the　Maizuru　Group　and　the

　Fukumoto　Group，which　indicates　the　parallel

　unconformities．

もみられる．礫径は最大20cm，平均1～4cmの
pebble大で，淘汰は悪い．基質は中～粗粒の青灰色砂

岩または細礫岩で，淘汰が悪く岩片を多く含む．また

泥岩パッチを多く含む角礫岩も見られる．砂岩は青灰

色を呈し，細粒部と粗粒部で互層をなす部分も多い．

層厚は約100mである．

　なお基底礫岩中の珪質泥岩の礫よりペルム紀後生前

期のF群集の放散虫を得ている．

下部層

　谷口，青野付近，鳥渕西方，西栄山南方に分布す

る．主に極細粒～粗粒青灰色塊状砂岩からなり，一部

成層し葉理の発達するものも見られる．岩質は塊状

で，淘汰はよく，青灰色～青白色を呈する．鏡下では

石英が多く長石や岩片は舞鶴層群の砂岩に比べ少な

い．また円摩度は高く，基質の量も比較的少ない．岩

片は酸性火砕岩が多く，チャート，中性火成岩，塩基

性火成岩，変成岩，砂岩なども見られる．基質はその

ほとんどがカルサイトから成っているため，これらの

砂岩は多少石灰質となっている．これらの砂岩はまれ

に貝化石を産する．層厚は約200mである．

中部層

　福本の西，青野の北西，西栄山の南東などに分布す

る．本層は主に暗青灰色の細粒砂岩からなり，20～80

cm程度に成層する．砂岩中には弱い葉理がみられ，層

理に沿っては黒色～青黒色の砂質泥岩またはシルト岩

の薄層が挟まれる．飯岡から東方にかけての地域や西

栄山南方では，最下部層，下部層，中部層が整合に重

なる．それらは上方細粒化を呈し，各層の境界は漸移

である．中部層の層厚は約300mである．

上部層

　青野の北方に分布する．主に暗青灰色砂質泥岩から

なり，青灰色極細粒砂岩～シルト岩が挟在され成層す

る．また塊状黒色泥岩も見られ，それは舞鶴層群の岩

相と類似する．本層は一部中部層と側方変化の関係に

あると考えられるが上部層として一括した．層厚は約

300m以上である．

B．中礫礫岩層（中沢ほか，1954a）

　中沢ほか（1954a）によれば中礫礫岩層は福本南東

部の中磯を模式地とし，peblle～cobble大の円礫から

なる．本地域では奥南方に舞鶴層群や福本層群を傾斜

不整合に覆い，断層によりブ・ック化され，白亜紀火

成岩類に覆われて断片的に分布する．

　礫岩は主にpeblle大の円礫よりなり塊状で一部砂

岩に移化する．淘汰は極めて悪く構造はわかりにく
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い．礫種は主に流紋岩などの酸性火成岩と珪化石灰岩

から成り，チャート，石灰岩，砂岩，酸性深成岩，片

斑れい岩などもみられる．石灰岩礫は多くの紡錘虫化

石を含んでおり，それらは後期石炭紀から前期ペルム

紀を示す．しかし基質の砂岩からは化石を産していな

い．中沢ほか（1954a）は本層を上部トリアス系として

いる．

地　質　構　造

　本調査地域の先白亜系は，舞鶴地帯の一般的構造方

向すなわち東北東一西南西方向とほぼ垂交する北北西一

南南東方向の一般走向・褶曲軸方向を持つ．そしてト

リアス系や夜久野岩類やその他の古生層などの分布も

その方向に規制されており，全体として上月・竜野帯

の構造方向に近い北北西～南南東方向の帯状構造をな

している．それらは後述の2種類の断層によりブ・ッ

　　　　　　　　　　　　　　ク化されている．そのブロック内においては構造的に

安定しており，北北西一南南東走向で西または東へ傾

く同斜構造を示す場合が多い．飯岡より南方の地域は

主に北北西一南南東走向で東へ傾き一部逆転はあるも

ののほぼ東上位である．その北の吉井川と吉野川には

さまれる地域は同じく北北西一南南東走向であるが西

傾斜で地層の上下方向は一定でない．その東方地域で

は同じく北北西一南南東走向で逆転はなく東へゆるく

傾斜する．これらの同斜構造の他に各地で褶曲構造が

見られる．

　褶曲構造は，南北～北西一南東方向の褶曲軸を有す

る波長2～4㎞のひらいた褶曲と，同方向の閉じた転

倒褶曲が識別される．前者は南部地域を除けば各地で

見られるが，後述の横断層により断たれ連続しない．

多くの場合北ヘプランジしている．後者の転倒褶曲は

棚原から塩田町かけての地域に分布すると考えられ

る．その地域には，級化層理やスレート劈開と層理面

が斜交する関係などから逆転している地層が多く認め

られる．それらの地層は正上位の地層も含めた周囲の

地層と調和的な走向傾斜を示し，そこに閉じた転倒褶

曲が推定される．下部トリアス系福本層群もこの褶曲

によって逆転しているところも見られる．よってこの

褶曲は福本層群堆積後に形成されたと考えられる．ま

たこの褶曲は中磯礫岩層には及んでいない．周匝では

広く逆転した地層が前者の褶曲により背斜・向斜を繰

り返している．そのため後者の転倒褶曲は前者の褶曲

より以前に形成されていたことが推定される．またい

ずれの褶曲も関門層群相当層以後の地層に及んでいな

い．

　本地域には多くの断層が発達する．それらの断層

は，その方向が本地域の構造方向北北西一南南東と調

和的なもの（縦走断層）と，これにほぼ直交するもの

（横断断層）に大別できる．

　縦走断層：一般に北北西一南南東方向で，西または

東へ60。以上傾斜する．断層には固固結した断層角礫

岩が伴われる場合が多く断層の左右で地層の傾斜が大

きく異なる．正断層もみられるが多くの場合逆転層で

ある．本断層は中磯礫岩層までの地層を切っていると

考えられ白亜紀火山岩類に覆われることからジュラ紀

に形成されたと考えられる．

　横断断層：一般に東北東～西南西方向でほぼ垂直に

近い急傾斜を示す．本断層によりトリアス系の分布や

褶曲構造が中断したり転移したりしている．横断断層

は縦走断層に比べて比較的破砕帯は広く未固結の場合

も多い．縦走断層もそうであるが横断断層の断層面に

沿って石英斑岩などが貫入している場合がある．貫入

岩は主に南北から北西一南東方向を示すがこの場合そ

の一般方向とは大ぎく異なり東北東～西南西を示す．

本断層は縦走断層を切っている、また白亜紀火成岩類

を切っている場合もあり，古第三紀と考えられる岩脈

群（升本・弘原海，1983）に貫かれる．

　本地域の東部，角南周辺には上月層，夜久野岩類，

殿敷層が分布する．それらの走向や分布の方向は，舞

鶴層群と同じく北北西～南南西方向である．岩体相互

の関係は蛇紋岩を伴う低角な断層で，北東フェルゲン

ツの低角衝上断層により構造的下位から上月層，夜久

野岩類，殿敷層と重なると考えられる．そして殿敷層

と舞鶴層群は縦走断層である東北東傾斜の高角逆断層

で接する（Fig．3断面図A－B参照）．

　本地域の南部，苦木周辺には舞鶴層群杖谷部層・苦

木層・津瀬層・夜久野岩類が分布する．それらの走向

や分布の方向は舞鶴層群と同様北北西一南南東方向を

示す．夜久野岩類以外は東北東に傾く同斜構造を示

し，層理面にほぼ平行な断層で接し，構造的下位より

津瀬層・苦木層・杖谷層と重なると考えられる．夜久

野岩類はそれらと同様な断層により苦木層中に挟まれ

て分布していると考えられる（Fig．7断面図G－H参

照）．

　中下部トリアス系福本層群は縦走断層と横断断層に

よりブ・ック化して舞鶴層群と接するが，その本来の

関係である不整合を残している所もある．中沢は飯岡

近くの月の輪古墳南方で古生層と下部トリアス系福本
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本層との不整合を報告した（中沢ほか1954b）．Fig．9

は今回作成したその付近のルートマップである．ここ

では北北西一南南東走向で西へ傾く舞鶴層群矢谷部層

上部の見かけ上・下位に，福本層群最下部層の青灰色

細粒砂岩と粗粒砂岩の互層及び礫岩層が調和的に分布

する．両層は級化層理などにより逆転していることが

わかっており，両層の関係は逆転した平行不整合であ

る．福本層群最下部層は中沢ほか（1954a）の草野層下

部に相当し，その時代は前期トリアス紀のScythian

に相当する．不整合面直下のF48の泥岩からE層群の

放散虫を得ており，その時代はペルム紀中世後期から

新世前期である．また同層準のF121の粗粒砂岩から砂

岩の砕屑粒子として紡錘虫く「θ030hωαgプ加αsp．を得

た．そして福本層群の基底礫岩中の珪質泥岩礫（F124）’

からペルム紀後世前期のF群集の放散虫を得た．一

方，西栄山南方にも高角に傾き逆転した福本層群最下

部層，下部層，中部層が一連に分布する．そしてその

見かけ上・上位にD群集を産するペルム紀中世後期の

舞鶴層群矢谷部層下部が斜交して分布している．ここ

の福本層群は前述の不整合の福本層群とほぼおなじ走

向，傾斜を示し，最下部層の礫層も連続して長く分布

している．ここでの福本層群と舞鶴層群の直接的な関

係はみられないが，これらの理由によりそれは逆転し

た傾斜不整合関係の可能性がある．

考 察

苦木層・津瀬層の帰属について

　舞鶴地域の舞鶴層群は主に玄武岩溶岩と塩基性凝灰

岩からなる下部層・主に泥岩からなる中部層・主に泥

岩からなり礫岩を挟む上部層に区分されており（清水

ほか，1962aなど），さらに明延鉱山周辺では主に千枚

岩化した泥質岩からなる最下部層が区分されている

（金属探鉱事業団，1973，1974）．このうち中部層と下

部層の関係は舞鶴地域などで整合であることがしられ

ている（鈴木，1987）．筆者も井原北西地域で舞鶴層群

下部層に相当する塩基性火砕岩がレンズ状の泥岩を多

く含むようになり，中部層に相当する泥岩に漸移し，

その近くの泥岩から本論のA群集に対比されるP．

long頗non3i3群集の放散虫を産するのを確認している

（石賀ほか，1988；Fig．10参照）．

　本地域では，主に泥岩からなる杖谷部層とその構造

的下位に分布する塩基性火砕岩及び同質溶岩源の片岩

からなる苦木層は漸移しておらず，さらにその構造的

下位に主に泥質片岩と珪質片岩の細互層からなる津瀬
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層が分布している．このような岩相組合せは上月一龍

野帯の南限に沿って龍野地域に分布する竜野層群上部

層・中部層・下部層（後藤，1986），および舞鶴帯の一

宮，明延地域の舞鶴層群中部層・下部層・最下部層

　（金属探鉱事業団，1973，1974）で見られる．後藤

　（1986）は龍野地域では龍野層群上部層と中部層は断

層関係で，中部層と下部層は漸移関係であるとしてい

る．明延地域では従来から3者は整合関係にあるとさ

れているが詳細はわからない．石賀（1986）ば一宮地

域や明延地域で舞鶴層群最下部の検討を行い，一宮地

域の黒色千枚岩から，超丹波帯大飯層に特徴的に産し

本論のF群集と同時代のベルム紀新世前期を示す

Foll∫6躍祝ll螂sp．cf．17．6ψα〆読螂を得た．そして岩

相，放散虫年代，構造から従来，舞鶴層群の“最下部

層”とされていた地層には，超丹波帯の大飯層に比較

される地層が含まれていることを指摘した．また，

TAKEsHITA（1988MS）は龍野地域の古生界の再検討

を行い，これまで龍野層群下部層として舞鶴層群最下

部層に対比されていたものをその岩相・構造から超丹

波帯大飯層相当層であると考えた．筆者は苦木層，津

瀬層及び龍野層群下部層からの放散虫化石の摘出を試

みて，苦木・津瀬層の帰属を検討したが，龍野層群下

部層の数試料より海綿骨片を産するのみで放散虫は得

られなかった．しかし津瀬層に見られる著しく片状化

した珪質岩・泥質岩細互層などは龍野層群下部層，一

宮地域の舞鶴層群最下部層と同様に超丹波帯の大飯層

に対比される可能性がある．また苦木層についても津

瀬層と一部類似した岩相を示すこと，類似した岩相を

持つ上月一龍野帯の上月層が超丹波帯構成岩類として

定義されたこと（PILLAI　and　IsHIGA，1987；IsHIGA，

1990）などから，苦木層についても超丹波帯構成岩類

に対比される可能性がある．これらについては今後詳

細な検討が必要であろう．

舞鶴層群の時代に伴う岩相変化と比較

　1984年以降A地帯群の珪質岩，砕屑岩から放散虫の

産出が相次いで報告されている（lsHIGA　and　SuzuKI，

1984；IsHIGA，1985；三宅，1985など）．そううち秋吉

帯に属す島根県六日市町地域の錦層群（中ほか，

1986；IsHIGAαα1、，1986）と岡山県西部の芳井層群

（佐野ほか，1987）などでは岩相と放散虫生層序の詳

細な検討がなされている．それら秋吉帯の非石灰岩層

の古生層層序と棚原地域で確立した舞鶴層群の層序を

比較検討する．Fig．10は放散虫を産した秋吉の吉井層

群（佐野ほか，1987）と舞鶴層群（石賀ほか；1988；
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1989；WAKITA，1985；IsHIGA，1984）の模式柱状図に産

出放散虫群集ならびに年代を示した図である．秋吉帯

の芳井層群は下位よりチャート層，珪質泥岩層，砂岩

・頁岩層からなる層序を持ち，上方粗粒化の傾向を示

す（佐野ほか，1987）．それらによるとチャート層から

砕屑物を伴う珪質泥岩層への移り変わりはP3θμ40α一

16α∫llθllαlong雄nθn3∫s（P．sp．C）群集帯（A群集）から

P．glo加躍群集帯（B，C群集）にかけて見られ，砂

岩・頁岩層への移り変わりはFoll∫6㍑麗ll麗常onαoαn一

地粥群集帯（D群集）からF．30holα3診∫o粥群集帯

（E，F）にかけてみられる．

　舞鶴層群においても大局的には上方粗粒化の傾向を

示すが，全体として黒岩泥岩が卓越し，チャートは含

まれない．舞鶴層群の堆積は一般に塩基性溶岩および

火砕岩に始まり（鈴木，1987など），それは舞鶴層群の

下部層（清水ほか，1962a）を特徴付ける．本地域の舞

鶴層群は下限を断層で断たれ，いわゆる舞鶴層群下部

層は見られない．しかし最下位に位置する杖谷層の泥

岩の堆積は，秋吉帯においてチャートから珪質泥岩に

移り変わる以前，ベルム紀中世前期（A群集）に既に

行われていた．

　前述したように岡山県井原北西地域の舞鶴層群は，

主に塩基性火砕岩からなる下部層と泥岩からなる中部

層は漸移し，その泥岩から同じA群集の放散虫を産し

ている（石賀ほか，1988）．舞鶴層群の泥岩の堆積はベ

ルム紀中世前期ごろから始まったといえよう．しかし

石賀ほか1989によれば，井原区域の塩基性火山岩・火

砕岩・泥岩・層状チャートなどからなるユニットBの

泥岩からE群集の放散虫が産している．泥岩と玄武岩

溶岩は整合関係にあるとされており，舞鶴層群の堆積

史は地域差異があるものと考えられる．

　秋吉帯においてはベルム紀中世中～後期（C～D群

集）の珪質泥岩にしばしば酸性凝灰岩の薄層が挟まれ

る．それらは通常極細粒で5cm以下の層厚を示し放散

虫を多産する．本地域の舞鶴層群ではそれとほぼ同じ

ごろのべルム紀中世中期（B，C群集）の黒色泥岩に

多量の酸性凝灰岩が発達する．それらは泥岩と互層す

るもののほかに塊状で粗粒な部分も見られ，一部凝灰

角礫状を示す．その中には陸上の植物に起因すると考

えられる炭質破片や玄武岩などの異質破片も含まれて

いる．また岩相の側方変化が激しく，西部では酸性凝

灰岩の卓越する地層は500mにも達し厚く粗粒なもの

が多いが，東部では薄く細粒になる．光野・大森

（1965）によれば流紋岩溶岩も棚原鉱床母岩中に見ら

れる．岡山県西部，井原市付近の舞鶴層群相当層の佐

原層には詳細な年代は不明であるが，最大500mに達

する酸性火山質岩（火山礫岩，溶岩および凝灰岩）が

含まれる（長谷ほか，1975）．以上のことより，ベルム

紀中世中～後期に多量の酸性砕屑物をもたらす活発な

火山活動が秋吉帯や舞鶴帯の後背地に広くおこってお

り，舞鶴帯が秋吉帯に比べて，火山活動の場に近くよ

り粗粒かつ多量の酸性火山物質の供給を受けていたこ

とが推定される．

　本地域では多量の酸性凝灰岩の堆積した後に塊状黒

色泥岩が厚く堆積する．そしてベルム紀中世後期～新

世前期になるとタービタイト層が頻繁に挟まれるよう

になる．岡山県勝山地域の秋吉帯古生層でもこの時期

にオリストストロームが形成されており（三宅，

1985），この時期に地殻変動の活発化が推定される．

ベルム紀新世には砂岩が多くなり，礫岩を伴うように

なる．砂岩は淘汰が悪く厚くなりより岩片質でパッチ

や炭質片が多く含まれるようになる．礫岩は主に酸性

火山岩から成り，中性火成岩，塩基性火成岩，泥岩，

砂岩，石灰岩などからなる．まれに夜久野岩類起源と

考えられる礫を含む．これらの礫岩は成熟度は良くな

くundorableな礫が多い．このことは後背地の接近と

急激な堆積を意味すると考えられる．またこの時には

既に夜久野岩類の一部は地表に露出していたと考えら

れる．このベルム紀中世後期からベルム紀後世前期に

かけては，秋吉帯においても砂岩が卓越する．このこ

とは秋吉帯と舞鶴帯はベルム紀中世中期までは全く異

なった堆積場であったが，ベルム紀中世後期から後世

前期にかけて，陸源粗粒砕屑物の供給を受ける類似し

た堆積場へ移化したと考えられる．

　CHOIは舞鶴帯・秋吉錦帯そして韓国のオクチョン

帯の砂岩・礫岩の研究を進め，その中で，本地域の舞

鶴層群と錦町地域の錦層群において，産出放散虫年代

に伴う砂岩組成の変化を調べた．そして両層とも年代

によって砂岩組成が大きく変化し，その変化に類似し

た傾向があることを示唆している．（CHOIo雄1．，1988）．

　本地域には前述したように飯岡の近くで福本層群の

不整合がみられ，西栄山南方でも不整合が推定され

る．そうすると福本層群は，下部トリアス系Scythi－

anに飯岡近くでは，E群集の地層まで浸食された水

平な舞鶴層群を，西栄山南方ではD群集の地層まで浸

食された傾いた舞鶴層群を，不整合に覆い堆積したと

考えられる．福本層群堆積後に転倒褶曲がおこり両層

の一部が逆転し，そしてその上に中磯礫岩層が不整合
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に堆積したと考えられる．トリアス紀最後期からジュ

ラ紀初期には波長2～4㎞の開いた褶曲と縦走断層が

起こり，舞鶴帯の帯状構造が形成されたと考えられ

る．舞鶴帯の上月層や苦木層などへの衝上もこの時期

に行われたであろう．その後白亜系火山岩類に覆わ

れ，横断断層が形成されたと考えられる．

ま と　　め

1．岡山県棚原東方地域の舞鶴層群において，ベルム

紀中世から新世にかけての群集として新たにA－F

の6つの放散虫群集が識別される．

2．舞鶴層群は岩相層序および放散虫生層序学的検討

により下位から棚原累層・巨勢累層に区分され，そ

　のおのおのにつぎ2部層，下位より杖谷部層・吉ケ

原部層，矢谷部層・海田部層に区分される（すべて

新称）．それらは主に黒色泥岩からなり，全体とし

　て上方粗粒化の傾向を示し～吉ケ原部層には酸性凝

灰岩が，海田部層には砂岩が発達する．年代は杖谷

　部層がベルム紀中世前期，吉ケ原部層がベルム紀中

　世中期，矢谷部層がベルム紀中世後期，海田部層が

　ベルム紀新世前期にほぼ相当する．

3．中・下部トリアス系福本層群は岩相により最下部

　層・下部層・上部層に区分される上方細粒化の傾向

　を示す．福本層群は平行あるいは傾斜不整合で舞鶴

　層を覆い，不整合近くでは逆転している．

4．本地域の東部地域に分布する上月層，南部地域に

　分布する苦木層（仮称），津瀬層（仮称）は龍野地域

　の龍野層群中・下部層，一宮・明延地域の舞鶴層群

　最下部層同様，岩相・層序・構造の特徴から超丹波

　帯相当層に対比される可能性がある．それらは舞鶴

　帯と低角断層で接し，その構造的下位に分布する．

　夜久野岩類は舞鶴帯と超丹波帯にそれらの構造に調

　和的な断層に挟まれて分布すると考えられる．

5．本地域の舞鶴層群は，①ベルム紀中世前期の黒色

　泥岩と少量の長石質砂岩の堆積に始まり，②ベルム

　紀中世中期の後背地での活発な酸性火山活動に伴わ

　れる酸性凝灰岩の堆積，③ベルム紀中世後期の厚い

　塊状黒色泥岩の堆積，④ベルム紀中世後期からベル

　ム紀新世前期にかけての後背地の接近に伴いタービ

　ダイト層，塊状砂岩の厚層および礫岩が堆積する．

　⑤トリアス紀新世に福本層群が，一部傾斜し削剥さ

　れた舞鶴層群を不整合に覆い，⑥その後，転倒褶曲

　が起こり，中磯礫岩が堆積する．⑦トリアス紀最後

　世からジユラ紀にかけて波長2～4㎞の開いた褶

曲，縦走断層および舞鶴帯の超丹波帯への衝上が行

われたと考えられる．
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